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馬
肥
ゆ
る
秋
に
一

　
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
。
都
会
で
は
、

田
舎
の
澄
み
切
っ
た
青
空
を
思
い
う
か

べ
つ
つ
、
秋
の
風
情
を
味
わ
っ
て
い
ま

す
。
町
や
村
で
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま

で
生
命
（
い
の
ち
）
を
証
歌
す
る
運
動

会
が
花
盛
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
お
蔭
さ
ま
で
、
健
康
で
と
、
つ
く
づ

く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
運
動
会

で
す
。

　
つ
い
先
月
の
新
聞
に
ま
た
中
学
生
の

自
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
空

手
着
を
き
た
ま
ま
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
飛

び
お
り
若
い
生
命
を
断
ち
ま
し
た
。

最
近
多
い
子
供
の
自
殺
、
痛
ま
し
い

限
り
で
す
。
生
命
の
大
切
さ
を
何
と
し

て
も
幼
児
の
時
か
ら
教
え
て
あ
げ
た

い
。
幼
児
、
小
中
学
生
へ
の
教
化
、
そ

れ
ぞ
れ
努
力
は
し
て
い
る
も
の
の
、
こ

ん
な
ニ
ュ
ー
ス
に
接
す
る
と
、
な
ん
と

も
も
ど
か
し
さ
を
ぬ
ぐ
い
切
れ
な
い
。
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仏教徒会議

　
第
二
士
ハ
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨
城
大
会

は
今
月
十
五
日
［
午
前
九
時
半
よ
り
、
水
戸
市
民

会
館
を
会
場
に
「
大
法
輪
の
も
と
、
よ
り
大
き

く
よ
り
強
く
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
開
催

さ
れ
る
。
茨
城
県
仏
教
会
役
員
な
ら
び
に
大
会

実
行
委
員
会
を
中
心
に
準
備
を
す
す
め
、
全
仏

側
と
緊
密
な
連
絡
を
と
り
な
が
ら
最
終
的
に
準

備
を
整
え
て
い
る
。
な
お
、
大
会
本
部
で
は
地

，　・　◎　●●　●

　　至笠間　　　　至日立

　　藤大洗
藤蔚　　　　　至日立

1南口1

ル
ン
ビ
ニ
復
興
な
ど
も
討
議

元
七
百
名
、
地
方
よ
り
三
百
名
の
参
加
者
を
予

定
し
て
い
る
。

　
開
会
式
典
、
総
会
、
記
念
講
演
な
ど
の
あ
と

午
後
か
ら
は
、
四
つ
の
部
会
に
わ
か
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
討
議
を
行

う
が
、
婦
人
部
会
、
青
年
部
会
で
は
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
、
全
日
仏
婦
、
全
日
仏
青
が
そ
れ

ぞ
れ
協
力
し
て
涯
偉
し
て
い
る
。
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大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
地
元
の
茨
城
県

仏
・
大
越
会
長
は
「
青
少
年
教
化
等
の
諸
問
題

を
中
心
に
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
熱
心
に
討
議

し
て
ほ
し
い
。
現
代
社
会
の
要
請
に
応
ず
る
こ

と
が
、
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

で
あ
る
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
て
い
る
。

　
特
に
開
催
地
の
水
戸
は
、
古
来
よ
り
文
武
両

道
の
精
神
文
化
淵
叢
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
ま

た
廃
仏
殿
釈
運
動
発
祥
の
地
で
も
あ
る
だ
け
に

熱
の
こ
も
っ
た
討
議
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
茨
城
大
会
開
催
要
項

日
時
　
十
月
十
五
日
目
月
）
九
時
半
～
四
時
半

会
場
　
水
戸
市
民
会
館

部
会
　
第
一
部
会
（
実
践
部
会
）

　
　
　
第
二
部
会
（
檀
信
徒
部
会
）

　
　
　
第
三
部
会
（
婦
人
部
会
）

　
　
　
第
四
部
会
（
青
年
部
会
）

　
　
　
宗
派
代
表
者
懇
談
会

日
程
　
八
時
受
付
開
始
、
九
時
半
開
会
式
、
十

　
　
　
時
二
十
分
記
念
講
演
、
十
一
時
二
十
分

　
　
　
総
会
、
一
時
部
会
、
三
時
総
会
、
四
時

　
　
　
閉
会
式

費
用
　
参
加
費
三
千
円

　
　
　
茨
城
大
会
役
配
重
敬
称
略
丁

総
　
　
　
裁

副
　
総
裁

大
　
会
　
長

大
会
副
会
長

大
会
幹
事
長

　
副
幹
事
長

実
行
委
員
長

事
務
局
長

里
一
部
会
部
会
長

　
〃
　
副
部
会
長

　
〃
　
　
助
言
者

第
二
部
会
部
会
長

　
〃
　
副
部
会
長

　
〃
　
　
助
言
者

第
三
部
会
部
会
長

　
〃
　
副
部
会
長

　
〃
　
　
助
言
者

第
四
部
会
部
会
長

　
〃
　
副
部
会
長

　
〃
　
　
助
言
者

議
事
運
営
委
員
長

　
〃
　
　
　
　
①

　
〃
　
　
　
　
②

　
〃
　
　
　
　
③

　
〃
　
　
　
　
④

議
案
審
査
委
員
長

　
〃
　
　
　
委
員 大

谷
光
真

川
田
聖
見
、
山
田
無
文
、
出
口

常
順
、
中
村
元

大
越
孝
仁

牧
田
実
栄
、
秋
元
義
雄
、
中
村

純
崇
、
小
林
栄
雄
、
土
肥
浩

神
野
真
一

真
渓
義
貫
、
柳
了
堅

小
原
泰
寿

猪
瀬
宝
山

宣
言
決
議
文
起
草
委
員
長

　
〃
　
　
　
委
員

摩
尼
清
之

牧
田
実
栄

白
川
良
純

井
上
日
宏

秋
元
義
雄

望
月
良
晃

山
本
　
杉

猪
瀬
喜
恵
、
小
原
和
子

若
林
隆
光

永
倉
嘉
文

岡
部
康
善

佐
伯
真
光

郡
司
博
道

河
野
宇
多

西
村
輝
成

船
町
暉
子

川
島
宏
之

白
川
良
純

高
辻
円
雄
、
花
木
義
光
、

土
持
良
栄
、
地
元
二
名

　
　
　
松
涛
弘
道

小
林
昭
延
、
佐
伯
真
光
、

地
元
一
名
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④

　
前
転
王
符
堅
が
僧
順
道
ら
を
遣
わ
し
、
仏

像
．
経
巻
を
贈
っ
て
朝
鮮
半
島
仏
教
の
肇
年

と
な
っ
た
の
は
高
句
麗
小
獣
林
王
位
（
三
七

二
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
来
、
一
千
六

百
年
号
永
き
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
半
島
の
仏
教

は
、
実
り
多
い
確
固
た
る
歩
み
を
続
け
て
き

た
。
従
来
の
我
国
仏
教
徒
が
、
範
を
淵
源
に
，

求
め
る
に
急
な
あ
ま
り
、
韓
民
族
の
仏
教
に

目
を
向
け
な
か
っ
た
こ
と
は
正
に
不
幸
の
一

語
に
尽
き
よ
う
。
伝
来
の
経
路
や
豊
年
の
早

晩
か
ら
発
展
史
観
的
に
各
国
仏
教
を
価
値
づ

け
る
事
が
出
来
な
い
の
は
当
然
と
し
て
、
韓

民
族
の
仏
教
の
歴
史
と
現
状
は
決
し
て
、
巷

間
い
わ
れ
る
よ
う
な
中
国
の
亜
流
で
は
な
く

み
む
と
な
地
域
的
民
族
的
特
徴
を
表
出
す
る

い
わ
ば
仏
者
の
民
族
的
活
作
略
の
如
状
以
外

の
何
も
の
で
も
な
い
。
中
国
を
し
て
す
ら
隣

家
の
丘
と
は
、
最
早
、
称
せ
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
　
　
　
1
1

　
現
代
韓
国
仏
教
の
宗
派
を
我
々
日
本
人
の

宗
派
概
念
か
ら
整
理
す
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
が
、
し
い
て
い
え
ば
禅
宗
と
教
宗

の
総
合
さ
れ
た
も
の
、
特
に
臨
済
禅
と
華
厳

教
学
が
柱
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
歴
史
的
展
開
の
中
で
成
立
し
た

韓
国
仏
教
の
民
族
的
選
択
に
よ
る
帰
結
で
あ

っ
た
。
三
国
か
ら
新
羅
時
代
に
か
け
て
教
学

を
主
と
す
る
華
厳
・
律
・
法
相
・
三
論
等
の

諸
学
派
が
成
立
し
、
唐
を
凌
ぐ
学
的
精
華
を

示
し
た
が
、
遅
れ
て
高
麗
初
年
迄
に
禅
宗
九

山
派
が
加
わ
り
五
教
九
山
の
称
が
行
な
わ
れ

た
。
十
一
世
紀
半
、
大
覚
禅
師
二
天
が
天
台

教
学
を
中
国
よ
り
移
入
す
る
と
、
禅
は
天
台

を
加
え
て
五
教
両
建
と
呼
ば
れ
る
が
、
李
朝

で
は
強
大
な
王
権
に
よ
る
宗
派
の
統
廃
が
断

行
さ
れ
て
諸
派
の
混
濡
は
著
し
く
な
っ
た
。

が
輩
出
し
、
あ
る
い
は
雪
岐
常
彦
（
尚
彦
）

・
蓮
潭
有
一
・
仁
岳
義
理
ら
が
華
厳
教
学
を

確
立
し
、
白
坂
腺
癌
ら
の
禅
学
考
究
と
相
侯

っ
て
実
践
に
根
ざ
し
た
総
合
的
仏
教
教
学
を

成
立
さ
せ
て
行
っ
た
。
い
わ
ば
単
一
的
で
あ

り
つ
つ
混
合
的
で
あ
る
諸
ウ
恋
口
融
的
立
場
が

李
朝
末
期
に
確
立
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
皿

　
現
代
韓
国
仏
教
の
宗
派
は
十
九
派
を
数
え

る
が
、
そ
れ
ら
は
李
氏
朝
鮮
の
政
治
的
制
肘

を
脱
し
、
日
本
統
治
時
代
を
経
て
、
主
体
的

に
肝
依
経
典
を
撰
ん
で
仏
統
仏
教
を
生
か
し

韓
灘
廟
議
⑳
魏
聡

i
宗
教
的
特
徴
を
中
心
と
し
つ
つ

　
太
宗
は
諸
宗
を
曹
七
宗
、
天
台
宗
、
捻
南

宗
、
華
厳
宗
、
慈
恩
宗
、
中
神
宗
、
始
興
野

の
七
宗
と
し
、
世
話
は
一
四
二
一
二
年
、
七
宗

の
前
三
者
を
合
し
て
禅
宗
、
俵
愚
者
を
合
し

て
教
宗
と
し
禅
師
二
面
と
し
た
。
更
に
豊
臣

秀
吉
の
文
禄
・
慶
長
の
役
で
多
く
の
学
僧
が

殺
さ
れ
、
諸
寺
が
荒
廃
す
る
に
従
い
、
芙
蓉

霊
観
の
法
嗣
で
、
雲
霧
の
将
と
し
て
活
躍
し

た
西
山
大
師
当
直
が
禅
透
影
総
摂
の
号
を
与

え
ら
れ
る
に
及
び
、
禅
教
が
宗
盤
上
か
ら
統

一
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
教
学
的
に
は
西
山

下
三
世
に
至
る
と
、
禅
的
立
場
か
ら
諸
経
が

研
学
至
宝
さ
れ
、
白
谷
処
能
、
月
堵
道
安
等

里
道
徳
雄

つ
つ
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
主
流
は
大
韓
仏

教
藺
漢
薬
と
大
韓
仏
教
太
古
宗
の
蓋
置
で
、

寺
門
数
に
し
て
全
体
の
八
十
％
を
占
め
る
。

他
を
特
徴
に
し
た
が
っ
て
列
記
す
る
と
、

新
羅
元
三
・
円
光
両
法
師
等
を
宗
祖
と
す
る

大
韓
仏
教
元
孟
宗
（
以
下
大
韓
仏
教
を
略
）

・
華
厳
宗
・
総
和
会
。
義
天
法
師
を
宗
祖
と

仰
ぐ
天
台
宗
。
一
乗
宗
・
仏
画
宗
・
法
華
宗

な
ど
。
密
教
系
で
は
真
覚
宗
・
墓
田
鼠
や
新

興
の
天
華
仏
教
等
。
ま
た
三
国
新
羅
以
来
の

弥
勒
信
仰
も
表
層
に
出
て
竜
華
宗
・
弥
勒
宗

や
法
相
宗
な
ど
の
宗
派
を
生
み
、
浄
土
系
で

は
浄
土
宗
が
西
大
法
師
を
宗
祖
と
し
て
成
立

し
て
い
る
。
中
に
は
普
門
宗
の
よ
う
に
観
音

経
を
主
と
し
つ
つ
護
国
仏
教
を
唱
え
る
民
衆

教
団
も
あ
る
が
、
新
興
の
総
合
仏
教
々
団
を

目
ぎ
す
円
仏
教
の
よ
う
な
有
力
教
団
も
成
立

し
多
様
な
展
開
を
み
る
。
し
か
し
こ
の
多
様

性
が
歴
史
的
単
一
性
に
根
ぎ
し
て
い
る
事
は

改
め
て
い
う
を
侯
た
な
い
。
伝
統
的
教
学
大

系
を
背
景
に
も
ち
つ
つ
、
更
に
強
く
新
羅
以

来
の
護
国
仏
教
の
立
場
を
共
通
し
て
有
す
。

し
た
が
っ
て
超
宗
派
団
体
と
し
て
全
国
仏
教

信
徒
会
な
ど
が
成
立
し
て
積
極
的
に
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
は
洋
重
し
て
よ
い
。

　
　
　
　
W

　
韓
国
仏
教
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
古
く
か

ら
巫
祝
信
仰
、
道
教
信
仰
と
関
わ
り
つ
つ
展

開
し
た
歴
史
を
有
す
る
た
め
に
殆
ん
ど
の
寺

院
が
七
星
殿
や
山
神
閣
等
の
堂
宇
を
持
ち
つ

つ
山
間
仁
王
に
多
く
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
の
祈
祷
仏
教
的
超
俗
的
立
場

が
、
住
僧
の
清
僧
た
る
を
李
朝
ま
で
保
た
し

め
た
。
し
か
し
日
本
統
治
時
代
の
影
響
か
ら

妻
帯
僧
が
増
え
、
一
九
五
五
年
の
李
承
晩
発

言
を
契
機
に
曹
渓
、
太
古
の
分
裂
に
ま
で
深

刻
化
し
、
寺
僧
の
有
様
が
問
わ
れ
る
に
至
っ

て
い
る
。
ま
た
終
戦
直
後
の
寺
領
山
林
強
制

買
上
げ
や
檀
家
制
の
不
成
立
に
よ
る
寺
院
経

済
の
問
題
、
更
に
寺
院
の
観
光
化
が
み
ら
れ

新
婚
旅
行
の
色
あ
ぎ
や
か
な
チ
ョ
ゴ
リ
が
古

刹
の
境
内
を
彩
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る

が
、
東
国
大
学
校
、
円
光
大
学
校
等
の
大
学

研
究
機
関
が
優
秀
な
人
材
を
輩
出
さ
せ
、
寺

院
立
の
専
門
教
校
と
相
侯
っ
て
新
し
い
伝
統

の
確
立
に
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
宗
門
、
学

界
と
も
に
国
際
間
の
交
流
に
著
し
い
。

蜘轍
一3一
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ス
リ
ラ
ン
カ
の
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
大
統
領
が

九
月
十
日
置
日
本
政
府
の
招
待
で
国
賓
と
し
て

夫
人
と
と
も
に
来
日
。
滞
在
中
は
皇
居
で
天
皇

陛
下
と
御
会
見
、
大
平
首
相
と
会
談
な
ど
忙
し

い
日
程
を
さ
い
て
、
十
三
日
午
前
九
時
、
芝
。

増
上
寺
参
拝
と
全
仏
主
催
の
歓
迎
会
に
出
席
。

　
同
大
統
領
は
、
一
九
五
一
年
九
月
越
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
対
日
講
和
会
議
に
セ
イ
ロ
ン
代

表
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
と
し
て
演
説
、
「
憎
悪
は

憎
悪
に
よ
っ
て
止
む
こ
と
な
く
、
愛
に
よ
っ
て

’

▲

芝
の
増
上
寺
へ
も
こ
参
拝

止
む
」
と
い
う
仏
陀
の
言
葉
（
法
理
経
）
の
一

節
を
引
用
し
て
、
対
日
賠
償
請
求
権
を
放
棄
し
、

日
本
国
民
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
る
な
ど
古
く

か
ら
の
親
日
家
で
あ
り
、
熱
心
な
仏
教
徒
で
も

あ
る
。

　
昨
年
十
月
の
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日

本
大
会
に
、
全
仏
で
は
同
大
統
領
の
御
来
場
を

切
望
し
た
が
、
政
務
多
端
の
た
め
来
日
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
来
日
に
際
し
、
日

本
の
仏
教
徒
と
も
懇
談
の
機
会
を
も
ち
た
い
と

増上寺で藤井法主に挨拶される大統領（共同提供）

の
こ
と
か
ら
全
仏
主
催
の
歓

迎
会
に
O
出
席
い
た
だ
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
十
三
日
午
前
九
時
、
浄
土

宗
大
本
山
で
あ
る
芝
・
増
上

寺
三
門
前
に
御
到
着
さ
れ
た

大
統
領
一
行
は
、
全
日
本
仏

教
会
の
大
谷
会
長
、
川
田
副

会
長
、
町
田
理
事
長
、
鱒
淵

事
務
総
長
、
金
田
増
上
寺
執

事
長
等
の
出
迎
え
を
う
け
、

大
殿
ま
で
明
徳
幼
稚
園
（
増

上
寺
）
の
園
児
、
父
兄
や
、

孝
道
懸
仏
婦
、
信
認
院
仏
婦

な
ど
四
百
名
が
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
日
本
両
国
旗
の
小
旗
を

振
っ
て
お
出
迎
え
の
中
を
、

金
田
執
事
長
の
先
導
で
合
掌

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
か
れ

た
。　
大
殿
に
入
堂
さ
れ
た
大
統

領
は
夫
人
と
と
も
に
靴
を
脱

が
れ
て
素
足
で
御
本
尊
に
一

拝
し
焼
香
、
増
上
寺
の
藤
井

法
主
に
挨
拶
さ
れ
た
あ
と
歓
迎
会
場
の
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
む
か
わ
れ
た
。

　
ホ
テ
ル
に
御
到
着
の
一
行
を
歓
迎
委
員
等
が

出
迎
え
、
全
的
の
安
藤
事
務
次
長
の
先
導
で
高

砂
の
間
へ
。
百
名
を
こ
す
出
席
者
の
盛
ん
な
拍

手
の
中
を
大
統
領
夫
妻
は
メ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
に

着
か
れ
た
。

　
石
仏
・
鎌
田
国
際
部
長
の
司
会
に
よ
り
、
門

田
理
事
長
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
大
統
領
夫
妻

や
随
員
、
駐
日
大
使
、
外
務
省
接
伴
員
な
ど
一

行
が
紹
介
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
柳
歓
迎
委
員
長

の
音
頭
で
乾
盃
、
幼
児
よ
り
大
統
領
夫
妻
に
花

束
贈
皇
が
あ
り
、
大
統
領
も
ニ
ッ
コ
リ
。
し
ば

し
茶
菓
子
に
よ
る
懇
談
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
大

谷
会
長
が
「
仏
教
を
通
じ
て
両
国
の
友
情
が
愈

々
深
ま
り
、
手
に
手
を
取
り
合
い
人
類
幸
福
の

実
現
に
努
力
を
し
た
い
」
と
英
語
で
歓
迎
の
辞

を
の
べ
た
の
に
つ
づ
い
て
、
大
統
領
よ
り
挨
拶

が
あ
っ
た
。
（
別
掲
）

大
谷
会
長
よ
り
記
念
品
と
し
て
大
統
領
に
は

黄
金
多
宝
塔
、
夫
人
に
は
陶
器
花
瓶
を
贈
っ
た

大
統
領
よ
り
象
牙
の
仏
像
が
贈
ら
れ
た
あ
と
鱒

淵
事
務
総
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
終
了
し
、

一
行
は
出
席
者
の
拍
手
に
送
ら
れ
退
室
、
厳
し

い
警
護
の
な
か
迎
賓
館
に
帰
ら
れ
た
。

　
一
時
間
半
と
い
う
短
か
い
時
間
で
あ
っ
た
が

大
統
統
が
東
京
の
寺
院
を
参
拝
す
る
こ
と
は
珍

ら
し
く
、
ま
た
公
式
日
程
を
さ
い
て
い
だ
だ
き

有
意
義
な
歓
迎
会
で
あ
っ
た
。
な
お
、
歓
迎
実

行
委
員
会
、
孝
道
教
団
、
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク

ラ
ブ
な
ど
に
お
手
伝
い
、
O
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。

　
　
　
出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
大
谷
光
真
、
赤
沼
義
俊
、
生
駒
恵
幸
、
石
井

莞
光
、
石
井
真
峯
、
石
井
豊
子
、
石
井
隆
教
、

石
山
善
邦
、
野
上
幸
、
糸
久
宝
詮
、
稲
岡
覚
順
、

岩
間
剛
、
無
血
勝
雄
、
岩
脇
宏
信
、
植
田
昭
夫
、

植
松
威
、
江
連
俊
則
、
遠
藤
光
雄
、
岡
田
巳
成
、

岡
野
正
貫
、
岡
野
郷
子
、
長
田
順
海
、
織
内
七

郎
、
貝
山
宣
泰
、
金
子
日
威
、
金
田
垂
下
、
川

田
聖
見
、
黒
田
武
志
、
小
泉
宗
和
、
小
林
林
之

助
、
小
峰
令
丸
、
斉
藤
紛
洲
、
佐
伯
真
光
、
桜

井
大
乗
、
佐
藤
行
通
、
椎
名
潤
、
四
宮
正
音
、

芝
原
響
音
、
杉
谷
義
周
、
杉
谷
義
純
、
瀬
川
晴
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朗
、
竹
村
勝
子
、
高
島
孝
範
、
高
田
隆
成
、
高

橋
隆
天
、
立
部
瑞
祐
、
田
中
一
道
、
田
中
祥
史
、

土
持
良
栄
、
土
佐
舜
成
、
永
井
孝
道
、
中
野
顕

文
、
中
山
理
々
、
西
口
公
教
、
西
村
輝
成
、
西

村
敏
子
、
丹
羽
廉
芳
、
沼
田
恵
範
、
野
田
卯
一
、

野
村
宗
春
、
長
谷
川
明
徳
、
花
山
勝
友
、
林
達

声
、
林
亮
海
、
林
昌
彦
、
平
沼
と
み
、
広
瀬
寿

美
、
藤
井
実
応
、
藤
井
日
達
、
藤
沢
実
晟
、
船

口
暉
子
、
前
田
恵
学
、
町
田
宗
夫
、
松
涛
弘
道
、

松
谷
被
鎧
、
武
藤
真
梨
子
、
持
田
貫
宣
、
柳
了

大
統
領
あ
い
さ
つ

　
ご
出
席
の
皆
様
、
本
日
は
有
名
な
る
増
上
寺

に
詣
で
、
ま
た
唯
今
は
日
本
仏
教
界
の
皆
様
に

お
会
い
で
き
た
こ
と
は
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す

　
ス
リ
ラ
ン
カ
と
日
本
は
共
に
仏
教
国
で
あ
り

な
が
ら
、
そ
の
教
義
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
か

大
谷
会
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
る

大
統
領
夫
人
と
大
統
領
（
中
央
）

‘
　
、
・

堅
、
山
口
貴
美
子
、
山
田
潮
回
、
山
本
清
淳
、

矢
部
一
雄
、
吉
田
顕
静
、
吉
田
澄
子
、
渡
辺
直
、

渡
辺
直
行
、
長
谷
川
霊
信
、
三
賀
弘
道
、
神
原

玄
祐
、
塩
入
亮
達
、
瀬
川
隆
哉
、
秋
吉
正
隆
、

梅
山
円
了
、
村
田
喜
昭
、
佐
藤
良
純
、
永
倉
嘉

文
、
山
本
秀
順
、
風
間
動
静
、
渡
辺
一
之
、
浜

田
嘉
伸
、
内
田
大
寛
、
村
松
賢
英
、
成
田
孝
文
、

樹
谷
淳
宣
、
山
田
一
真
、
岩
佐
哲
雄
、
川
島
宏

之
、
安
田
圭
司

っ
て
私
は
日
本
の
高
僧
に
両
者
の
違
い
よ
り
も

共
通
の
と
こ
ろ
を
強
調
し
よ
う
で
は
な
い
か
と

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
師
の
示
す
と
こ
ろ
に
従
え

ば
両
国
は
真
の
道
を
歩
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
む
歓
迎
を
感
謝
し
ま
す
。

…　
　
　
大
の
親
日
家
で
有
名

世
界
の
宗
教
画
が
平
和
へ
の
決
意

第
三
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
開
か
る

　
世
界
四
十
八
力
国
三
百
五
十
人
が
参
加
し
て

第
ゴ
一
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
W
C
R
P
）

が
、
八
月
二
十
九
日
よ
り
十
日
間
、
ア
メ
リ
カ

の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
開

催
さ
れ
、
最
終
日
に
平
和
と
世
界
共
同
体
を
志

向
す
る
「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
宣
言
」
を
採
択
し
て

会
議
を
終
え
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
昭
和
四
十
五
年
、
京
都
で
第

一
回
を
開
催
し
て
以
来
、
第
二
回
の
ル
ー
ベ
ン

会
議
（
四
十
九
年
、
ベ
ル
ギ
ー
）
を
経
て
今
回

を
む
か
え
る
に
い
た
り
、
仏
教
、
新
旧
キ
リ
ス

J
・
R
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
大
統
領
の
黄
頁

「
…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
賠
償
を
請
求
す
る

……

黷
ﾂ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ

……

黷
墲
黷
ﾍ
、
ア
ジ
ア
の
無
数
の
人
々
の
生
命
を

…㎜

鼾
k
M
な
ら
し
め
た
、
あ
の
偉
大
な
仏
陀
の
言

……?
A
す
な
わ
ち
”
憎
悪
は
憎
悪
に
よ
っ
て
消

…　

ｦ
さ
る
も
の
で
な
く
、
た
莚
よ
っ
て
の

…響

ﾝ
消
え
去
る
ψ
と
い
う
言
葉
を
信
じ
る
か
ら

……

黷
ﾅ
す
。
」
一
1
第
二
次
大
戦
後
の
サ
ン
フ
ラ
X

…牌

T
ス
コ
講
和
会
議
（
一
九
五
一
年
九
月
）
に

……

c
セ
イ
・
ン
代
表
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
と
し
て
、

…牌

o
席
、
仏
陀
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
対
日
賠

……

@
償
請
求
の
放
棄
を
呼
び
か
け
た
こ
と
は
有
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
ヰ
彦
　
　
　
　
…
…
…

で
あ
る
。
敬
け
ん
な
仏
教
徒
で
、
絶
対
平
和
瀧

論
者
。
ま
た
大
の
親
日
家
で
あ
る
。
　
儒

　
一
九
四
七
年
、
下
院
議
員
当
選
以
来
、
蔵
一
綿

相
、
農
相
、
国
防
相
な
ど
を
歴
任
し
、
七
七
一
…
…

年
に
首
相
、
七
八
年
に
新
憲
法
の
も
と
で
初
一
縮

露
語
に
就
任
。
国
名
を
「
ス
リ
ラ
ン
カ
漁

民
主
社
会
主
義
共
和
国
」
と
改
め
、
内
政
、
　
…

外
交
面
老
に
優
れ
姦
治
手
腕
露
嘱
し
　
…

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

コ
。
ン
ボ
計
画
の
提
唱
者
で
あ
り
、
著
豊
…
…

に
は
「
仏
陀
の
教
．
え
」
．
「
仏
教
評
論
集
」
「
仏
…
　

教
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
」
な
系
あ
る
。
♪
ギ
…
…
…

三
歳
。
エ
リ
ア
ナ
夫
人
と
の
間
に
一
男
が
あ
嘲
．

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ユ
ダ
ヤ

教
な
ど
世
界
の
主
な
宗
教
代
表
が
参
集
、
日
本

か
ら
も
町
田
ウ
至
八
（
全
量
理
事
長
）
、
山
本
ス
ギ

（
全
日
仏
婦
理
事
長
）
の
両
氏
を
は
じ
め
多
数

が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
「
世
界
共
同
体
を
志
向
す
る
宗
教
」

を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
、
世
界
共
同
体
の
理
念
や

目
標
を
明
確
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
目
標
達
成

の
た
め
の
具
体
的
な
過
程
と
方
法
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
よ
り
実
践
的
な
会
議
と
な
っ
た
。

部
会
は
二
つ
に
分
れ
「
現
実
問
題
部
会
」
で
は

一
、
宗
教
と
国
際
的
経
済
正
義
　
二
、
宗
教
と

国
際
的
安
全
保
障
　
三
、
宗
教
と
人
間
の
尊
厳

．
責
任
・
人
権
な
ど
の
テ
ー
マ
で
討
議
さ
れ
、

「
宗
教
問
題
部
会
」
で
は
一
、
宗
教
・
教
育
・

平
和
へ
の
献
身
　
二
、
霊
性
の
回
復
と
強
化

三
、
紛
争
状
況
に
対
す
る
諸
宗
網
間
の
対
話
と

行
動
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
討
議
は
、
時
に
は
論
争
さ
れ
る
な

ど
熱
気
を
お
び
た
も
の
で
、
南
北
問
題
、
核
兵

器
や
非
暴
力
、
人
種
差
別
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

現
実
問
題
が
中
心
と
な
っ
た
が
、
宗
教
部
会
に

お
け
る
「
霊
鑑
を
も
と
に
各
宗
教
の
深
い
と
こ

ろ
に
共
通
の
基
盤
を
求
め
、
現
実
問
題
を
足
元

か
ら
見
直
す
こ
と
が
ら
、
宗
教
協
力
は
司
能
で

あ
る
と
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
最
も
評
価
さ
れ
て

よ
い
」
（
読
売
新
聞
・
増
永
俊
一
記
者
）
と
い
う

よ
う
に
、
今
会
議
は
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
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一
般
消
費
税
導
入
と
宗
教
法
人

一
特
に
問
題
の
整
理
を
中
心
と
し
て
1
1

全
仏
組
織
専
門
委
員
長

　
一
般
消
費
税
の
導
入
か
、
所
得
税
・
法
人
税

の
増
税
か
、
国
民
は
二
者
択
一
を
、
と
大
平
首

相
と
し
て
は
珍
ら
し
く
具
体
的
な
発
言
を
し
た

の
は
七
月
初
旬
で
あ
っ
た
が
、
大
蔵
省
部
内
で

は
、
一
般
消
費
税
導
入
の
た
め
の
作
業
は
概
ね

整
っ
た
と
灰
聞
し
て
い
る
。

　
そ
の
大
綱
に
つ
い
て
は
御
仏
（
5
4
・
4
）
誌

上
に
、
文
化
庁
渡
部
宗
務
課
長
補
佐
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
理
解

を
深
め
る
た
め
、
収
益
事
業
に
か
か
る
法
人
税

と
比
較
し
な
が
ら
、
も
う
一
度
考
察
し
て
み
る

こ
と
に
し
た
。

収
益
事
業
範
囲
の
拡
大

　
法
人
税
で
は
、
収
益
事
業
の
範
囲
を
物
品
販

売
業
・
不
動
産
貸
付
業
・
出
版
業
・
席
貸
業
・

駐
車
場
業
な
ど
三
十
二
の
業
種
と
施
行
令
で
定

め
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
つ
い
て
、

数
多
く
の
除
外
規
定
を
特
掲
し
て
い
る
。
し
か

る
に
、
一
般
消
費
税
法
施
行
令
の
草
案
で
は
、

こ
の
除
外
規
定
が
皆
無
に
等
し
い
。

　
例
え
ば
、
不
動
産
貸
付
業
は
法
人
税
で
は
、

住
宅
用
地
の
低
廉
貸
付
や
墳
墓
地
の
貸
付
は
収

益
事
業
と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
般
消
費
税
で

は
、
こ
れ
ら
も
す
べ
て
収
益
事
業
に
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

神
野
真
　
一

課
税
標
準
の
増
大

　
つ
ぎ
に
、
税
額
計
算
の
基
礎
に
な
る
金
額
で

あ
る
が
、
法
人
税
で
は
収
入
の
額
か
ら
必
要
経

費
を
差
引
い
た
、
い
わ
ゆ
る
所
得
金
額
に
つ
い

て
、
3
0
％
の
寄
付
金
控
除
を
認
容
し
、
7
0
％
に

課
税
さ
れ
る
の
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
る
に
一
般
消
費
税
で
は
、
売
上
局
か
ら

仕
入
高
を
差
引
い
た
、
い
わ
ゆ
る
荒
利
益
に
5

％
の
課
税
を
さ
れ
る
。
し
か
も
仕
入
高
に
は
、

人
件
費
・
公
租
公
課
・
寄
付
金
・
支
払
利
子
・

保
険
料
等
は
含
め
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
土
地
貸
付
を
例
に
と
っ
て
見
る
と
、
仕
入

高
は
皆
無
に
等
し
く
、
地
代
収
入
の
全
額
に
課

税
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

小
規
模
零
細
事
業
者

の
除
外

　
年
間
売
上
高
二
千
万
円
以
下
の
事
業
者
は
納

税
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

さ
ほ
ど
大
規
模
で
な
い
不
動
産
貸
付
業
を
例
に

と
っ
て
み
て
も
、
住
宅
用
地
の
低
廉
貸
付
ま
で

も
該
当
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
書
換
が
数
あ
っ

た
り
、
後
述
す
る
墓
地
使
用
料
の
収
入
が
多
く

あ
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
こ
の
額
を
超
え
る
年

も
稀
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
代
家
賃
・
更
新
料
・
権
利
金
・

永
代
使
用
料
等
の
合
計
額
が
二
千
万
円
を
超
え

な
い
年
で
も
、
超
え
な
い
こ
と
を
証
す
る
た
め

の
計
算
は
毎
年
行
う
義
務
が
生
じ
る
か
ら
、
教

化
者
と
し
て
の
本
来
の
活
動
以
外
に
、
過
大
な

時
間
の
浪
費
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の

は
、
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

墳
墓
地
貸
付
業
に
つ
い
て

　
昭
和
4
6
年
4
月
、
法
人
税
法
施
行
令
の
改
正

に
際
し
、
不
動
産
貸
付
業
の
除
外
規
定
に
「
宗

教
法
人
ま
た
は
民
法
法
人
が
行
う
墳
墓
地
貸
付

業
」
が
特
掲
さ
れ
た
。
東
仏
事
務
局
長
郡
司
博

道
師
は
全
仏
（
4
6
・
7
）
誌
上
に
「
墳
墓
地
貸

付
業
と
い
う
独
断
的
規
定
に
対
す
る
宗
教
者
の

提
言
」
と
題
し
て
反
駁
さ
れ
、
全
仏
で
は
税
制

特
別
委
員
会
を
組
織
し
て
、
日
宗
連
理
事
長
名

を
も
っ
て
、
墳
墓
地
貸
付
業
の
範
囲
に
つ
い
て

文
部
大
臣
に
質
問
書
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
国
税
庁
か
ら
の
回
答
の
要
旨
は

次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
（
全
仏
4
7
・
1
1
月
号
）

　
　
永
代
使
用
料
等
使
用
料
を
徴
し
て
行
う
墳

　
墓
地
の
貸
付
の
事
業
は
、
宗
教
法
人
本
来
の

　
活
動
の
一
環
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、

　
一
般
に
は
不
動
産
貸
付
業
と
い
う
名
称
の
事

　
業
に
該
当
し
ま
す
が
、
法
人
税
法
上
は
施
行

　
令
の
規
定
に
よ
り
不
動
産
貸
付
業
に
は
該
当

　
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

か
つ
て
強
行
埋
葬
に
よ
る
墓
地
係
争
が
煩
発
し

た
と
き
、
顧
問
弁
護
士
池
谷
四
郎
氏
は
「
寺
院

墓
地
は
、
そ
の
寺
院
の
檀
家
に
供
用
し
た
も
の

で
あ
る
」
こ
と
を
法
廷
で
再
三
強
調
さ
れ
た
。

最
近
は
文
化
庁
部
内
で
は
、
専
ら
信
者
の
用
に

載
す
る
墓
地
を
“
第
一
種
墓
地
”
、
教
派
宗
派
を

問
わ
な
い
墓
地
を
“
第
二
種
墓
地
”
と
呼
ぶ
こ

と
が
慣
行
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
古
く
は
《
境
丙
墓
地
》
と
い
わ
れ
た
い
わ
ゆ

る
第
一
種
墓
地
は
、
随
意
に
冥
加
金
を
喜
捨
し

て
入
檀
し
た
信
者
に
、
儀
式
執
行
の
浄
域
と
し

て
、
寺
院
は
境
内
の
一
隅
を
、
そ
の
者
の
墳
墓

造
営
の
用
に
供
す
る
も
の
、
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
近
頃
は
国
税
庁
回
答
に
あ
る
よ
う
な
、
永
代

使
用
料
等
使
用
料
を
徴
し
て
行
う
墳
墓
地
貸
付

の
事
業
を
行
う
宗
教
法
人
が
存
在
す
る
こ
と
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
積

極
的
に
墓
地
を
造
成
し
て
、
教
派
宗
派
を
問
わ

ず
使
用
さ
せ
る
い
わ
ゆ
る
第
二
種
墓
地
と
、
旧

来
の
供
用
形
態
の
墓
地
と
は
、
税
法
上
も
画
然

と
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

店
店

具
櫨
商

用院
狂

寺

　　浅草通り五感会

漱鍬洪国
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965
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■

衆
院
選

露
仏
の
推
薦
候
補

　
衆
議
院
議
員
選
挙
（
十
月
七
日
投
票
日
）
に

あ
た
り
、
全
仏
の
加
盟
宗
派
、
掛
仏
、
団
体
よ

り
推
薦
の
あ
っ
た
候
補
者
に
対
し
、
全
面
推
薦

状
を
交
付
し
た
。
候
補
者
は
、
推
薦
団
体
と
密

接
な
関
係
を
有
す
る
訪
韓
者
で
、
仏
教
徒
と
し

て
大
い
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
各
位
の
誠
意

あ
る
支
援
が
望
ま
れ
ま
す
。
1
1
①
推
薦
団
体

②
略
歴
現
職
一

　
一
東
京
－
区
一

　
託
つ
か
　
ゆ
う
じ
　
5
0
歳
　
自
民
前
①
東
京

都
仏
　
②
慶
応
大
卒
、
都
議
、
衆
議
院
建
設
常

任
委
員
、
党
住
宅
対
策
副
委
員
長

　
旺
東
京
3
区
一

　
越
智
通
雄
5
0
歳
自
民
前

①
東
京
都
仏
　
②
東
大
卒
、
大
蔵
省
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
副
領
事
、
党
都
政
調
会
長

　
一
東
京
4
区
－

　
か
す
や
茂
5
3
歳
自
民
前

①
東
京
都
仏
　
②
日
大
卒
、
都
議
四
期
、
行
政

管
理
政
務
次
官

　
一
東
京
1
0
区
一

　
鯨
岡
兵
輔
6
4
歳
自
民
前

①
東
京
都
仏
　
②
官
房
副
長
官
、
党
総
務
副
会

長
、
足
立
区
仏
教
会
顧
問

　
一
東
京
1
1
区
一

　
石
川
要
三
当
歳
自
民
前

①
東
京
都
仏
　
②
青
梅
市
長
、
地
方
行
政
委
員

会
委
員
、
党
国
民
運
動
推
進
部
長

　
1
1
三
重
1
区
一

　
木
村
俊
夫
m
歳
自
民
前

①
三
重
県
仏
　
②
東
大
卒
、
逓
信
省
、
内
閣
官

房
長
官
、
経
済
企
画
庁
長
官
、
外
務
大
臣

　
1
1
三
重
2
区
一

　
藤
波
孝
生
4
6
歳
自
民
前

①
三
重
県
仏
　
②
早
大
卒
、
三
重
県
議
、
党
総

務
、
文
部
政
務
次
官
、
党
政
調
副
会
長

　
一
東
京
8
区
一

　
山
　
田
　
久
　
就
7
2
歳
自
民
前

①
東
京
都
仏
　
②
駐
ソ
大
使
、
環
境
庁
長
官
、

党
政
審
委
員

　
は
と
や
ま
　
邦
夫
　
3
1
歳
　
自
民
前

①
東
京
都
仏
　
②
参
議
院
議
員
秘
書
、
党
国
対

委
員

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
く

　
九
月
四
日
午
後
三
時
半
よ
り
、
水
戸
市
「
三

の
丸
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
関
東
甲
信
越
静
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
茨
城
県
仏
教
会
の
担
当
で
開
催

さ
れ
た
。

会
議
は
全
仏
・
田
代
組
織
部
長
の
開
会
の
辞

に
は
じ
ま
り
、
茨
城
県
仏
・
大
越
会
長
の
三
帰

じ
…
＝
一
≡
＝
＝
一
一
≡
一
二
一
一
一
＝
一
＝
一
≡
一
≡
一
一
一
一
≡
＝
＝
一
一
一
…
一
コ
口
一
＝
一
≡
≡
，
≡
…
…
一
層
一
≡
一
≡
＝
≡
…
一
＝
一
一
＝
一
≡
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
甲
…
一
層
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
騨
≡
一
二
二
一
二
＝
一
一
一
一
二
二
一
＝
ニ
＝
一
二
二
一
一
＝
一
≡
3
…
3
，
一
一
一
＝
一
一
一
，
＝
ニ
一
一
一
≡
一
≡
一
≡
一
一
〇
〇
一
≡
＝
一
≡
ニ
＝
二
一
＝
一
一
一
2
＝
一
一
一
…
一
一
一
一
＝
≡
一
一
一
＝
…
一
一
一
一
一
≡
F
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「
む
住
職
の
こ
と
を
何

と
呼
ん
だ
ら
い
い
ん
で
し

ょ
・
2
矩
」
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
方
丈
さ
ん
、

和
尚
さ
ん
、
お
上
人
、
坊

さ
ん
、
老
僧
の
他
に
、
お

寺
さ
ん
、
先
生
な
ど
と
も

呼
ば
れ
る
。

　
こ
れ
が
宗
門
や
本
山
の

尊
称
と
な
る
と
ま
す
ま
す

む
ず
か
し
く
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
。
．

　
全
仏
の
大
谷
会
長
（
本
願
寺
派
）
は
宗
門

で
は
門
主
。
し
か
し
東
本
願
寺
は
法
主
で
東

西
で
も
違
う
。
同
じ
真
宗
教
団
で
も
高
田
派

尊
称
あ
れ
こ
れ

や
〆
高
寺
派
は
法
主
、
興
正
派
や
仏
光
寺
派

は
門
主
で
あ
る
。

　
真
言
系
で
は
高
野
山
、
醍
醐
寺
、
国
分
寺

な
ど
の
よ
う
に
座
主
が
多
い
。
豊
山
の
長
谷

寺
、
智
山
の
智
積
院
は
化
主
、
仁
和
寺
な
ど

は
門
跡
で
あ
る
。

　
天
台
は
座
主
、
浄
土
は
門
主
で
あ
る
が
、

曹
桐
の
永
平
寺
．
総
持
寺
は
貫
首
、
日
蓮
の

身
延
山
は
法
主
と
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
宗
派

と
し
て
は
管
長
で
よ
い
が
本
山
に
書
状
を
出

す
時
に
は
失
礼
な
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
同
じ

貫
首
で
も
、
貫
主
も
あ
る
。
そ
の
う
え
に
、

か
ん
す
、
か
ん
じ
ゅ
な
ど
呼
び
方
も
違
う
の

で
す
。

1馨I19巳191111，lllllllll偉111匹ll，10Ill，昼lllOIlllll曇，10051巳II巳lllIlll曹109巳91111111巳lllI

凱
一
≡
一
一
＝
一
一
≡
≡
一
一
一
一
≡
一
一
≡
一
＝
一
≡
一
一
一
一
一
吻
＝
一
≡
一
＝
ニ
＝
ニ
一
一
一
＝
一
＝
一
“
一
＝
一
一
…
一
二
≡
一
一
耳
3
一
〇
ニ
＝
一
一
一
一
＝
≡
一
一
一
一
＝
一
≡
一
一
＝
一
一
＝
器
一
二
一
層
≡
≡
一
≡
一
…
≡
一
一
■
一
；
一
一
＝
≡
ニ
≡
一
…
一
国
一
≡
＝
＝
一
一
躍
一
＝
一
一
＝
一
一
二
一
≡
一
一
一
≡
3
≡
一
一
＝
一
一
≡
≡
≡
一
一
一
；
3
≡
一
一
＝
ニ
…
3
…
≡
…
3
讐
≡
一
一
3
≡
≡
一
≡
一
＝
一
＝
§
＝
3
一
一
罰

依
文
唱
和
、
全
仏
・
鱒
淵
事
務
総
長
と
茨
城
県

仏
・
小
原
茨
城
大
会
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
神
奈
川
県
仏
・
貝
山
会
長
を
議
長
に
選
出

し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
　
一
、
各
県
仏
事
業
報
告

　
（
東
京
都
仏
）
東
京
仏
教
連
合
寺
院
名
鑑
を

作
制
中
。
子
供
の
問
題
に
テ
ー
マ
を
し
ぼ
り
活

動
し
て
い
る
。

　
（
埼
玉
県
仏
）
韓
国
ソ
ウ
ル
市
仏
教
会
と
姉

妹
提
携
を
計
り
訪
韓
し
た
。
第
二
回
の
仏
教
徒

大
会
を
開
催
す
る
。

　
（
神
奈
川
県
仏
）
仏
教
徒
会
議
な
ど
を
開
い

た
。　
（
千
葉
県
仏
）
老
人
に
対
す
る
交
通
安
全
ア

ピ
ー
ル
を
行
う
。
物
故
者
追
悼
法
要
を
行
う
。

役
員
改
選
を
計
り
事
業
を
推
進
す
る
。

　
（
静
岡
県
仏
）
恒
例
の
県
下
戦
災
慰
霊
法
要

を
行
う
。

　
（
栃
木
県
仏
）
仏
教
文
化
講
演
会
を
開
催
、

好
評
で
あ
っ
た
。
伝
道
ポ
ス
タ
ー
を
作
制
す
る

予
定
。

　
（
茨
城
県
仏
）
茨
城
大
会
の
準
備
に
集
中
。

　
　
二
、
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨
城
大
会

　
大
会
の
参
加
依
頼
や
準
備
報
告
な
ど
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
た
。

　
　
三
、
来
年
度
全
仏
大
会
に
つ
い
て

　
第
二
十
七
回
大
会
の
場
所
、
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
「
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
切
り
か
え

て
は
ど
う
か
」
・
「
プ
ロ
ヅ
ク
で
受
け
も
つ
方

法
は
ど
う
か
」
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
た
。

　
　
四
、
関
プ
ロ
次
期
地
に
つ
い
て

　
群
馬
県
仏
の
担
当
と
い
う
こ
と
で
了
承
。

　
　
〈
出
席
者
＞
1
順
不
敬
略
1

　
（
茨
城
県
仏
）
大
越
孝
仁
、
小
原
泰
寿
、
猪
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瀬
宝
山
、
そ
の
他
県
仏
役
員

　
（
栃
木
県
仏
）
加
藤
康
照

　
（
神
奈
川
県
仏
）
貝
山
宣
泰
、
小
崎
竜
雄

　
（
埼
玉
念
仏
）
河
野
尊
王
、
北
之
内
真
竜

　
（
東
京
都
仏
）
郡
司
博
道

　
（
千
葉
県
仏
）
土
持
良
栄
、
橋
本
照
稔

　
（
静
岡
県
仏
）
岩
田
利
文

長
野
県
仏
教
徒
大
会

　
　
　
　
　
第
2
5
回
、
小
諸
市
民
会
館
で

　
長
野
県
仏
教
会
で
は
、
第
二
十
五
回
長
野
県

仏
教
徒
大
会
を
、
九
月
五
日
午
前
十
時
よ
り
、

小
諸
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　
一
部
の
法
要
は
三
浦
義
谷
懐
仏
会
長
（
善
光

寺
大
勧
進
）
の
大
導
師
で
厳
修
さ
れ
た
あ
と
、

荒
井
道
至
嘱
行
委
員
長
が
挨
拶
（
小
諸
市
仏
会

長
）
。
つ
づ
い
て
二
部
の
式
典
で
は
県
仏
会
長
や

来
賓
祝
辞
が
行
な
わ
れ
た
。
三
部
の
記
念
講
演

は
評
論
家
の
高
瀬
広
居
先
生
が
「
釈
尊
の
お
し

え
と
人
間
教
育
」
と
題
し
て
講
演
。
四
部
の
清

興
で
は
三
浦
洗
一
シ
ョ
ー
を
楽
し
む
な
ど
盛
況

で
あ
っ
た
。

大
阪
府
仏
の
三
十
周
年

記
念
大
会
、
盛
大
に
開
く

大
阪
府
仏
教
会
（
西
口
公
教
会
長
）
で
は
、

九
月
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
、
大
阪
府
仏
教

会
三
十
周
年
記
念
大
会
を
、
新
阪
急
ホ
テ
ル
に

て
開
催
し
た
。

　
第
十
回
全
仏
大
会
、
万
博
、
毎
年
開
催
の
府

仏
教
徒
会
議
、
黒
い
法
要
追
放
、
災
害
時
の
寺

院
開
放
な
ど
非
常
に
活
発
に
活
動
を
し
て
き
た

大
阪
府
仏
だ
け
に
、
三
十
周
年
を
記
念
す
る
こ

の
大
会
も
有
意
義
に
ま
た
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
大
会
は
、
記
念
法
要
の
あ
と
西
口
会
長
が
挨

拶
、
来
賓
の
府
知
事
等
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。
記

念
講
演
は
全
仏
前
理
事
長
の
田
辺
哲
涯
師
に
よ

る
コ
一
十
一
世
紀
の
仏
教
」
の
講
演
が
行
な
わ

れ
た
。
つ
づ
い
て
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
賑
や
か
に

開
か
れ
全
一
、
市
仏
の
代
表
等
の
祝
辞
な
ど
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
会
員
は
思
い
出
話
し
な
ど
に

花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

仏
教
聖
典
を
韓
国
に
贈
呈

　
　
訪
韓
団
員
を
募
集
中
一
仏
教
伝
道
協
会

　
仏
教
伝
道
協
会
（
沼
田
恵
範
会
長
）
で
は
、

わ
か
り
や
す
い
口
語
体
で
ま
と
め
た
「
仏
教
聖

典
」
を
発
刊
し
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
ホ

テ
ル
客
室
に
寄
贈
運
動
を
つ
づ
け
て
い
る
こ
と

は
、
す
で
に
日
本
仏
教
徒
の
注
目
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
昨
夏
よ
り
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
と

つ
づ
い
て
寄
贈
さ
れ
、
仏
教
国
と
の
親
善
と
と

も
に
、
日
本
の
精
進
文
化
が
広
く
世
界
に
伝
え

ら
れ
る
も
の
で
す
。
先
日
の
朝
日
新
聞
で
も
、

都
心
の
ホ
テ
ル
「
備
品
」
で
よ
く
な
く
な
る
も

の
の
一
つ
と
し
て
「
仏
教
聖
興
」
が
あ
げ
ら
れ

て
い
た
が
、
新
鮮
さ
と
内
容
の
読
み
や
す
さ
な

ど
が
泊
り
客
に
う
け
、
つ
い
失
敬
と
い
う
こ
と

だ
そ
う
だ
。
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
も
毎
月
七

十
冊
ぐ
ら
い
お
客
が
持
ち
帰
る
と
い
う
。

　
同
協
会
で
は
、
こ
の
た
び
第
五
次
の
贈
呈
と

し
て
韓
国
に
も
各
ホ
テ
ル
に
常
備
す
べ
く
、
仏

教
聖
興
贈
呈
国
際
親
善
訪
韓
団
を
派
遣
す
る
。

こ
の
訪
韓
団
を
と
お
し
て
広
く
韓
国
仏
教
徒
と

の
友
好
を
は
た
す
べ
く
、
よ
り
多
く
の
人
々
に

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
参
加
希
望
の
方
は

耀
計
四
年
鮎
拓
講
鰭
M
囎
醐
班
酷

同
協
会
に
詳
細
を
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
（
港
区

芝
四
の
三
の
十
四
・
電
四
五
五
一
五
八
五
一
）

日
程
は
、
十
一
月
十
二
日
出
発
一
贈
呈
式
、
ソ

ウ
ル
観
光
、
慶
州
観
光
、
法
住
寺
・
仏
国
寺
な

ど
参
拝
な
ど
一
十
六
日
帰
国
。

曹
洞
の
声
明
「
只
管
打
坐
」

　
　
i
十
一
月
公
演
・
国
立
劇
場
－

好
評
の
国
立
劇
場
「
声
明
公
演
」
は
十
四
回

目
を
む
か
え
る
。
今
回
は
一
曹
洞
の
声
朋
1
で

只
管
打
坐
（
し
か
ん
な
ざ
）
。
大
本
山
総
持
寺
が

出
演
す
る
。

　
十
一
月
九
日
　
六
時
半
　
「
朝
曇
晩
課
」

　
十
一
月
十
日
　
二
時
　
　
　
「
観
音
臓
法
」

　
朝
比
奈
宗
源
師
（
円
覚
寺
派
管
長
）

　
八
月
二
十
五
日
、
脳
卒
中
で
遷
化
、
八
十
八

歳
。
二
十
七
日
に
密
葬
が
執
行
さ
れ
た
。

　
妙
心
寺
や
円
覚
寺
で
修
行
の
あ
と
、
日
大
宗

教
科
を
卒
業
、
浄
智
寺
住
職
を
経
て
、
昭
和
十

七
年
円
覚
寺
貫
主
。
重
連
仏
会
長
と
し
て
世
界

連
邦
運
動
を
推
進
。

…
事
務
総
局
録
事
（
九
月
）

三
日

四
日

十十

日日

局
内
会
議

ス
大
統
領
歓
迎
合
同
打
ち
合
せ

　
〃
　
　
　
　
実
行
委
員
会

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

長
野
県
仏
教
徒
大
会

日
直
連
・
特
許
庁
懇
談
会

ス
大
統
領
歓
迎
実
行
委
員
会

ス
大
統
領
増
上
寺
参
拝

十
八
日

　
二
十
日

二
十
五
日

二
十
六
日

二
十
八
日

二
十
九
日

幅
…
…
…
…
お
ね
が

…
　
全
仏
文
化
部
で
は
機
関
紙
「
全
乳
」
の

…
創
刊
号
、
二
号
を
探
し
て
お
り
ま
す
。
昭

…
和
二
十
九
年
の
十
月
か
十
一
月
の
発
行
と

…
思
わ
れ
ま
す
の
で
（
当
時
は
全
仏
通
信
）

…
O
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
〃
　
　
歓
迎
会

局
内
会
議

仏
教
映
画
の
夕
べ
企
画
会
議

全
日
仏
婦
月
例
会
へ

日
宗
連
理
事
会

浅
草
寺
本
葬
参
列

局
内
会
議

大
阪
府
仏
三
十
周
年
記
念
大
会

日
本
仏
教
文
化
会
議

　
　
　
　
い
・
ゼ
…
…
…
…
ぱ

昭
和
5
5
年
版

　　

@「

S
仏
手
帳
」

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
土
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
容
三
帰
依
文
、
四
弘
治
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ

定
　
価

申
込
先

9
×
1
4
㎝

五
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－

十
三
　
全
仏
総
務
局

　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛

発
行
所
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
十
三

電
話
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五
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